
821 ビルマ文字

〈図 2〉ビルマ語教科書（幼稚学年用）

〈図 3〉『ビルマ百科事典』（Mranmaa. Cwaycuṁ Kyam:, Vol.10, Burma Translation Society, Rangoon,

1966）

〈図 4〉筆記体（手紙）

（m3）（v）（L´）（t）という文字構造をもっている（L＝

頭子音字，m＝介子音符号，v＝母音符号，L´＝尾子

音字，t＝声調符号）．

そして，どんなに複雑な綴り字でも，頭子音字である

字母を真ん中において，その上下を含む 3段のスペー

スにすべて納まるように書く習慣がある．このため，

印刷物などで，チベット文字▼ やシャム文字▼ のよう
に行間が不揃いになることはない．

以下，図 1の文例の文字転写（翻字），音韻表記，語

注，訳を示す．

（文字転写）〈mranmaa ’akkharaa thuppat kui

（音韻表記） /myanma �e�kh�ya thou�pa�kou

（語注）　　 ビルマ 文字（ノ） 来歴　　ヲ

nuinṅaṁ takaa caa’up nhac ’a-thim: ’a-mhat

naingan d�ga sa�ou� hni� ��thêin ��hma�
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